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　キノコはスーパーの食料品売り場で
気軽に買える食材｡秋にはキノコ狩り
に出掛ける方もいます｡このように､食
材として多くの方に親しまれています
が、菌類として詳しく知っている方は
少ないのではないでしょうか。
　そこで本展で
は、｢菌類とは」、
「菌類の増え方」、
｢人とキノコのか
かわり｣というテ
ーマ別に、できる
だけ多くのキノ
コを紹介し、そ
の生態について
詳しく解説｡さら
に、地味であまり
知られていない

菌類の仲間、地衣類についても紹介し
ます｡
　キノコと地衣類が織り成す不思議で
魅力的な菌類の世界を、ぜひご覧くだ
さい。
担当学芸員による展示解説
●8/17（土）､9/16（月･祝）※いずれも午�
後2時〜3時料要観覧料定20名（先着）�
●当日直接会場へ
記念講演会｢アマチュアが切り拓く
キノコ学｣
●8/25（日）午後1時30分〜3時30分●同
館講堂●講師：浅井郁夫氏料無料定200
名（先着）※要事前申し込み
学芸員とっておき講座｢栃木県のキ
ノコと地衣類｣
●9/15（日）午後1時30分〜3時●同館研
修室料無料定40名（先着）※要事前申し
込み

キノコと地衣類〜菌類って不思議！〜

●オカリナやSL乗車などの体験
●10/12（土）〜13（日）1泊2日定10家族（先
着）料高校生以上3,500円（県外の方は4,390�
円）、中学生以下は学年により異なります
※乗車券代別（中学生以上1,600円、小学生
810円） 〆9/20（金）

　令和4年､第77回国民体育大会本大会の開催地を栃木県

とすることが､日本スポーツ協会第3回理事会（7月17日）で

決定をみた。

　栃木県での本大会の開催は､昭和55年の第35回「栃の葉

国体｣以来42年ぶりとなる。

　いちごの生産量が半世紀にわたり日本一の｢いちご王国」

で行われる国体において､栃木に集うすべての方々が､県民

の温かいおもてなしに出会い､交流を深め､新たな夢や感動

が生まれるようにとの願いを込め､愛称を「いちご一会とち

ぎ国体｣とした。

　｢国体｣の名称で行われる最後の大会となる。本大会に先

駆けて､冬季大会スケート競技会･アイスホッケー競技会も

世界遺産の日光市で開催する。

　国体イヤーとなる令和4年は､栃木県の魅力と実力を国内

外に発信するまさに絶好の機会､県民みんなで大いに盛り

上げたい。

〜いちご一
いちえ

会とちぎ国体正式決定〜

回第 135 知事コラム

　昭和20（1945）年､8月6日に広島、9日に
長崎に投下された原子爆弾は､瞬時に多
くの生命を奪いました。世界唯一の被ば
く国として､核兵器の廃絶を国民的悲願
としているわが国は､非核三原則を堅持
するとともに､全世界に平和と軍縮を訴
え続けています。
　8月15日は終戦記念日です。この機会に
核の廃絶と世界の恒久平和の実現への認
識をさらに深めていきましょう。
問県総合政策課☎028-623-2205

企画展｢あなたの知らない植物の世界〜
植物と虫達はもちつ・もたれつの関係〜」
とちぎ花センター（栃木市）�

☎0282-55-5775
●食虫植物や変わった進化を遂げた植物
を展示
●8/25（日）まで※鑑賞大温室入館料：大
人400円、子ども200円

天体観望会
太平少年自然の家（栃木市）�

�☎0282–24–8551

SL乗車＆わくわく体験
芳賀青年の家（益子町）�

�☎0285-72-2273

●大型望遠鏡で夏の星座や惑星を観察
●8/20（火）午後7時〜9時料無料

　｢とちぎ県民だより｣へのご感想をお
寄せくださった方の中から抽選で10名
の方に、「国体・障スポグッズ（ピンバッ
ジ､トートバッグ等）」を差し上げます。

　はがきに、郵便番号・住所・氏名・年
齢・感想を記入の上、次の宛先までお送
りください｡［締切：8/16（金）必着］※9
月上旬発送予定

〒320-8501 栃木県広報課
｢とちぎ県民だより｣係

プレゼントコーナー!

　暑い夏に食べたくなるかき氷｡中でも天然氷
を使ったかき氷は、とちぎのアンテナショップ
｢とちまるショップ｣でも夏の人気商品の一つで
す｡天然氷を製造している蔵元は､全国でもわず
かで､そのうち3軒は日光市内にあります。とこ
ろで､皆さんは天然氷がどのように作られるの
かご存じでしょうか。
　天然氷は､毎年
秋から冬にかけ
て､蔵元の職人た
ちによって作ら
れます｡人工の池
をきれいに整え､
沢から引き入れた水を張り､2週間くらいかけて
ゆっくりと自然の中で凍らせます｡
　もちろん､職人はただ凍結を待つだけではあ
りません｡毎日極寒の中、氷の状態に問題がない
かのチェックを欠かさず、落ち葉があれば丁寧

に取り除き､降雪時には雪かきを行い､大切に作
っていきます｡氷の厚さが15センチ程になると､
動力カッターで切り分けた後､池から引き上げ､
氷
ひ

室
むろ

と呼ばれる保管庫で出荷まで保存します｡
　このように手間暇をか
けて作られた天然氷は、よ
り細かく削ることができ、
ふわふわの食感が生み出
せます｡口の中に入れると
ほんのり甘く､削った氷の
食感は綿菓子のようで、口
に含むとあっという間に
溶けてしまいます。また､一気に食べても「頭が
“キーン”となりにくい」といわれています。
　試行錯誤を重ねながら､よりきれいで､より良
い品質を目指す､職人の皆さんの努力のたまも
のともいえる天然氷｡この夏､ぜひ味わってみて
ください｡

栃木県本庁舎からのお知らせ
◎ マロニエ県庁コンサート
　〜第1水曜日はマロコンの日♪〜
●8/7（水）午後0時10分〜50分●本館
1階県民ロビー●出演：B

ボ��ス��ケ
osquet�d

ドゥ
e�

M
マ��ロ��ン
arrons●内容：フルートとピアノの

コンサート
◎8/25（日）は閉館日です

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
会期：9/23（月・祝）まで⃝休月曜（8/12、
9/16、23を除く）、8/13（火）、9/17（火）
問同館（宇都宮市）☎028-634-1312
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

核兵器を廃絶し世界平和を実現しよう文化通信文化通信

栃木県立博物館栃木県立博物館

アカヒトデタケ

ロウソクゴケ（地衣類）

望遠鏡で見える土星と木星

ハンガリー語で
　　おもてなし！

●おはよう
　Jó reggelt（ヨー レッゲルト）
●こんばんは
　Jó estét（ヨー エシュテート）


